
巻
頭
言天

下
統
一
の
城
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

竹
村
公
太
郎

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

城
が
川
の
そ
ば
に
築
か
れ
た
の
は
な
ぜ
か
︱︱︱ 

4

	

小
和
田
哲
男

奥
六
郡
の
成
立
か
ら
盛
岡（
不
来
方
）築
城
ま
で

︱
︱
︱ 

8

	

室
野 

秀
文

神
通
川
と
富
山
城
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

	

加
藤 

達
行

木
曽
川
を
見
守
る
犬
山
城
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

田
中 

志
典

琵
琶
湖
と
城
の
物
語
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

	

中
井　

 

均

岡
山
城
と
旭
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

乗
岡　

 

実

宍
道
湖
に
臨
む
松
江
城
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

	

安
部　

 

登

熊
本
城
と
河
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

― 

築
城
と
城
下
町
の
形
成 

―	

富
田 

紘
一

特
別
寄
稿

豊
饒
の
湖
水
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

〜
琵
琶
湖
の
歴
史
と
芸
術
に
魅
せ
ら
れ
て
〜

	

高
崎 

哲
郎

災
害
復
旧
制
度
を
巡
る
種
々
の
意
見
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

26

〜
雑
誌
『
河
川
』
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

	

安
井 

雅
彦

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

タ
ク
シ
ー
で
行
く
中
央
分
水
嶺
高
原
（
広
島
県
）

	

山
口 

高
志

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

平
成
24
年
度 

彩
の
川
研
究
会　

秋
の
研
修
会
記
録

浦
山
ダ
ム
・
長
瀞
・
福
川
調
節
池

	

宮
原　

 

進

シ
リ
ー
ズ 

⑩　
万
葉
の
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

第
199
回
理
事
会

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

33

隅
田
川
・
神
田
川
・
日
本
橋
川　
現
地
視
察
同
時
開
催

	

公
益
社
団
法
人 

日
本
河
川
協
会

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

特
集
「
川
と
城
」

平成 25 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言全国

各
地
で
ご
活
躍
中
の
皆
様
へ
の
ヒ
ン
ト
に

︱︱ 

2

望
月 

常
好

イ
ワ
ナ
の
里
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

― 

蔦
川 

―	

羽
賀 

義
広

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
、
奥
日
光
の
湿
原
と
渡
良
瀬
遊
水
地

︱
︱ 

6

	

飯
村 

広
寿

埼
玉
の
ふ
る
さ
と
の
川
と
埼
玉
平
野
の
開
発
の
歴
史

︱︱ 

8

	

小
林
寿
朗
・
木
内 

勝
司

ち
ば
の
川
の
特
徴
・
魅
力
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

	

大
野
二
三
男

２
つ
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

― 

に
い
が
た
川
の
会
の
活
動 

―	

坂
井　

 

亨

と
や
ま
の
川
と
歴
史
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

― 

治
水
分
県
か
ら
130
年 

―	

大
海
寺 

勲

見
捨
て
ら
れ
た
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

― 

庄
内
川
で
活
動
す
る 

―	

原　
　

 

彰

桜
と
ホ
タ
ル
と
歴
史
を
映
す
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

― 

一
の
坂
川 

―	

斉
藤
喜
美
子

肱
川
と
と
も
に
生
き
る
大
洲
市
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

20

	

清
水　

 

裕

わ
が
ふ
る
さ
と
の
小
学
校
校
歌
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

22

	

信
國 

義
輝

川
の
エ
ッ
セ
イ

宮
川
今
昔
物
語
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

	

西
村 

金
治

川
だ
よ
り
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

― 

幻
の
高
級
魚
・
サ
ク
ラ
マ
ス 

―	

三
田 

薫
子

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

安
芸
皎
一
先
生
の
思
い
出 

（1）

	

木
下 

武
雄

水
芭
蕉
観
賞
の
御
案
内
―
石
狩
川
下
流
左
岸

	

山
下 

正
吉

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

治
水
史
跡
探
訪
会	

稲
塚　

 

勝

シ
リ
ー
ズ 

⑪　
万
葉
の
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

第
15
回
日
本
水
大
賞
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

33

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

特
集
「
ふ
る
さ
と
の
川
」

平成 25 年 6 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言よ

し
な
し
ご
と
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

甲
村 

謙
友

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
で
河
川
地
形
と
人
々
の
暮
ら
し
を
眺
め
る

︱︱ 

4

	

春
山 

成
子

木
曽
三
川
合
流
と
造
盆
地
運
動
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

8

	

伊
藤 

安
男

肱
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

― 

上
下
流
バ
ラ
ン
ス
の
治
水
対
策
（
狭
さ
く
河
川
）
―	

野
本 

粋
浩

天
龍
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

― 

段
丘
と
は
大
地
の
動
き
だ 

―	

松
島 

信
幸

川
の
下
を
川
が
流
れ
る
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

― 

田
川
カ
ル
バ
ー
ト 

―	

岸
田 

孝
史

扇
状
地
の
形
成
と
土
地
利
用
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

斉
藤 

享
治

姫
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

― 

断
層
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
川 

―	

竹
之
内 

耕

川
の
形
態
を
変
え
続
け
た
歴
史

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

	

土
屋 

十
圀

豊
か
な
谷
津
の
不
思
議
な
水
環
境
と
巧
み
な
水
利
用

︱
︱
︱ 

22

	

中
村 

俊
彦

ロ
ー
ダ
ー
ミ
ル
ク
の
勧
告
と
利
根
川
開
発
法
案

︱︱︱
︱ 

24

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

	

安
井 

雅
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

矢
作
川
「
川
会
議
」
実
行
委
員
会	

宮
田 

昌
和

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

愛
知
・
川
の
会
10
年
の
あ
ゆ
み	

近
藤　

 

朗

寄
稿３

月
11
日
に
家
族
が
体
験
し
た
津
波
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

30

	

宮
本 

英
一

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

33

安
芸
皎
一
先
生
の
思
い
出 

（2）

	

木
下 

武
雄

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

特
集
「
川
と
地
形
」

平成 25 年 9 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
技
術
力
の
確
保
︱︱ 

2

大
島 

一
哉

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

温
泉
が
日
本
と
川
沿
い
に
多
い
の
は
な
ぜ
か
︱︱ 

4

	

大
山 

正
雄

僧
侶
の
夢
が
実
を
結
ん
だ
北
都
の
奥
座
敷
・
定
山
渓
温
泉

︱︱ 

8

	

平
里　

 

朝

江
合
川（
荒
雄
川
）の
変
遷
と
鳴
子
温
泉
︱︱︱
︱ 

10

遊
佐　

 

巌

川
岸
に
並
ぶ
大
正
ロ
マ
ン
の
木
造
旅
館  

銀
山
温
泉

︱︱ 

12

	

梅
津 

保
一

開
湯
90
周
年
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

― 

黒
部
川
宇
奈
月
温
泉
の
歴
史
を
た
ど
る 

―	八
尾 

隆
夫

湯
け
む
り
に
浮
か
ぶ
大
露
天
風
呂
︱︱︱
︱
︱
︱ 

16

― 

大
塔
川
に
湧
く
川
湯
温
泉 

―	

竹
内　

 

宏

ダ
ム
を
見
な
が
ら
露
天
風
呂
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

― 

環
境
に
も
配
慮
す
る
湯
原
温
泉 

―	

古
林 

伸
美

治
水
根
本
対
策
樹
立
の
契
機
、
昭
和
28
年
災
害
︱︱︱ 

20

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

	

安
井 

雅
彦

寄
稿

河
川
災
害
地
名
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

	

中
根 

洋
治

姫
路
・
市
川
の
伝
統
的
な
河
川
技
術
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

24

	

松
木 

洋
忠

川
だ
よ
り

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

洗
練
さ
れ
て
い
く
川

―
香
魚
が
燦
め
く
街
・
金
沢
―	

三
田 

薫
子

シ
リ
ー
ズ
⑫　
万
葉
の
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

２
０
１
３ 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
参
加
報
告

︱︱ 

28

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

特
集
「
川
と
温
泉
」

平成 25 年 12 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言水

の
都
せ
ん
だ
い
〜
四
ッ
谷
用
水
〜

︱︱︱
︱ 

2

髙
橋
万
里
子

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

都
市
の
祭
礼
と
河
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

― 

大
阪
・
天
神
祭
の
場
合 

―	

高
島 

幸
次

伊
勢
の
神
宮
の
営
み
と
河
川
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

	

深
田 

一
郎

鹿
島
神
宮
式
年
大
祭
御
船
祭
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

中
嶋 

勇
人

舟
渡
御
斎
行
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

― 

半
世
紀
を
経
た
隅
田
川
に
て 

―	

佐
藤　

 

勉

天
王
信
仰
に
由
来
す
る
夏
祭
り
「
須
成
祭
」
︱︱︱ 

14

大
野 

麻
子

お
水
送
り
と
遠
敷
川
の
歴
史
に
つ
い
て
︱︱︱
︱ 

16

	

林　

 

達
夫

石
巻
川
開
き
祭
り
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

― 

鎮
魂
と
復
興
へ
の
祈
り 

―	

毛
利 

広
幸

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ　
安
全
と
豊
穣
の
祈
願
︱︱︱ 

20

竹
内　

 

宏

無
病
息
災
を
祈
る「
も
ち
が
せ
の
流
し
び
な
」
︱︱ 

22

田
中 

倫
明

釜
無
川
信
玄
堤
と
地
域
の
お
祭
り「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」
︱︱ 

24

塩
谷 

正
裕

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
26
・

33

シ
リ
ー
ズ
⑬　
万
葉
の
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

寄
稿

湯
西
川　

河
川
へ
の
想
い
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

〜
川
と
温
泉
に
よ
せ
て
〜	

伴　

 

玉
枝

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

平
成
25
年
度　

彩
の
川
研
究
会　

研
修
会	

山
口 

文
平

会
員
の
声
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

中
央
分
水
嶺
・
峠
の
旅

︱
軽
井
沢
周
辺
と
高
山
・
苅
安
峠
他
︱	

山
口 

高
志

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

特
集
「
川
と
祭
」
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巻
頭
言橋

の
原
点
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

2

 

岡
村 

直
樹

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

水
の
都 

江
戸
・
東
京
の
シ
ン
ボ
ル 

日
本
橋
は
甦
る
か

 ― 

4

 

岩
井 

是
道

旭
川
時
代
の
夢
に
出
る
ふ
た
つ
の
橋
 ――
―
― 

8

― 

石
狩
川
旭
橋
と
常
盤
橋 

― 

井
上 

五
郎

近
代
化
遺
産
と
し
て
の
桃
介
橋
 ――
―
―
―
― 

10

 

馬
場 

俊
介

黒
部
川　
愛
本
の
刎
橋
 ―
―
―
―
―
―
―
―
― 

12

― 

不
可
能
を
可
能
に
し
た
〝
英
知
の
結
晶
〞
― 

上
野 

幸
夫

名
勝
・
嵐
山
の
「
渡
月
橋
」
 
―
―
―
―
―
―
―
― 

14

 

鈴
木 

康
久

旧
淀
川
水
系
を
彩
る
橋
 ―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

 

松
村　

 

博

世
界
に
誇
る
木
造
橋
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

18

― 

錦
帯
橋 

― 

重
岡 

章
夫

肥
後
・
熊
本
の
目
鑑
橋
と
石
工
た
ち
 ――
―
― 

20

 

上
塚 

尚
孝

「
平
成
26
年
度
（
第
69
回
）
定
時
社
員
総
会
」
開
催
さ
れ
る

 ―― 

22

川
の
本

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

22

シ
リ
ー
ズ 

⑭　
万
葉
の
川

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

23

 

井
上 

克
彦

国
土
総
合
開
発
審
議
会
水
制
度
部
会
と
河
川
法
改
正
案

 ― 

24

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

 

安
井 

雅
彦

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

い
き
も
の
視
点
の
川
づ
く
り

〜
愛
知
・
い
い
川
づ
く
り
研
修
会
等
の
報
告
〜 

清
水 

雅
子

落
語
と
川

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

「
た
が
や
」 

竹
内　

 

宏

第
16
回 

日
本
水
大
賞
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

29

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

特
集
「
川
と
橋
」
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巻
頭
言防

災
・
減
災
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
 
― 

2

 

宮
尾 

博
一

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

沖
縄
の
水
と
川
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

4

 

鈴
木 

啓
介

沖
縄
水
道
の
歴
史
的
変
遷
と
水
道
水
源
等
の
特
徴
に
つ
い
て

 ― 

8

 

金
城 

義
信

蔡
温
の
治
水
技
術
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

10

― 

羽
地
大
川
改
修 

― 

都
築 

晶
子

西
表
島　
秘
境
の
島
を
象
徴
す
る
浦
内
川
の
自
然
と
文
化

 
― 

12

 

通
事
太
一
郎

国
場
川 

話
半
学
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

14

 

古
塚 

達
朗

米
軍
基
地
を
流
れ
る
比
謝
川
の
歴
史
と
文
化
 ― 

16

 

神
山 

吉
朗

金
城
ダ
ム
と
比
地
川
橋
 ―
―
―
―
―
―
―
―
― 

18

 

上
原 

幸
一

悲
劇
の
女
王
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

20

― 

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ 

― 

諸
喜
田
茂
充

河
水
統
制
事
業
の
戦
後
の
展
開
 ――
―
―
―
―
―
― 

22

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

 

安
井 

雅
彦

会
員
の
声
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

老
人
が
旧
東
海
道
の
難
所
、

薩
埵
峠
と
小
夜
の
中
山
を
行
く 

山
口 

高
志

万
葉
の
川
⑮　
大
和
川

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

25

 

井
上 

克
彦

会
員
の
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

治
水
史
跡
探
訪
会 

稲
塚 　

勝

高
志
の
国
文
学
館
企
画
展
 ――
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

「
川
の
文
学
―
う
つ
り
ゆ
く
富
山
の
歴
史
の
中
で
―
」
を
開
催 

林　

 

達
夫

落
語
と
川
②　
「
千
早
振
る
」
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

29

 

竹
内　

 

宏

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

特
集
「
沖
縄
の
川
」
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巻
頭
言川

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
防
災
教
育
 ――
―�

2

 

久
住 

時
男

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

常
願
寺
川
水
系
の
水
神
信
仰
 ――
―
―
―
―
―�

4

― 

立
山
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
水
神
信
仰 

福
江 　

充

九
頭
竜
川
と
と
も
に
生
き
る
 ――
―
―
―
―
―�

8

 

山
田 

雄
造

い
行
き
め
ぐ
れ
る
小
矢
部
川
 ――
―
―
―
―
―�

10

― 

万
葉
集
に
歌
わ
れ
た
富
山
の
川 

― 

新
谷 

秀
夫

若
狭
国
「
北
川
」
の
歴
史
と
文
化
 ――
―
―
―�

12

 

芝
田 

寿
朗

高
田
城
下
町
と
関
川
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

14

 

山
縣
耕
太
郎

加
賀
を
潤
す
川　
手
取
川
 ――
―
―
―
―
―
―�

16

 

青
木 

賢
人

ぬ
な
川
の
底
な
る
玉
・
姫
川
 ――
―
―
―
―
―�

18

 

土
田 

孝
雄

「
越
国
」
の
阿
賀
野
川
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

20

 

圡
田 

和
男

清
流
荒
川
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

22

― 

空
か
ら
↓
山
形
↓
新
潟
↓
日
本
海
へ 

― 

平
田 

大
六

総
司
令
部
天
然
資
源
局
報
告
書
「
日
本
に
お
け
る
治
水
利
水
」
 ―�

26

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

 

安
井 

雅
彦

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

28

手
取
川
―
魚
の
ゆ
り
か
ご
づ
く
り 

三
田 

薫
子

ア
ユ
の
産
卵
床
造
成
作
業

水
の
都
ひ
ろ
し
ま
の
川
ま
ち
づ
く
り 

田
中 

尚
人

万
葉
の
川
⑯

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

32

 

井
上 

克
彦

川
の
本

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

33

会
員
の
声
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

34

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
で
「
川
を
訪
ね
て
」
を
聴
く 

大
森 

東
亜

落
語
と
川
③　
「
鰍
沢
」
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

35

 

竹
内　

 

宏

２
０
１
４
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
参
加
報
告

 ―�

36

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―�

38

特
集
「
越
国
の
川
」
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巻
頭
言流

域
思
考
の
主
流
化
へ
 
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

2

 

岸 　

由
二

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
蘇
っ
た
隅
田
川
 ――
― 

4

 

風
間 

真
理

野
川
の
奇
蹟
〜
こ
れ
か
ら

 ――
―
―
―
―
―
―
― 

8

 

神
谷 　

博

見
事
に
よ
み
が
え
っ
た
釜
川
！
 ――
―
―
―
― 

10

〜
再
三
に
わ
た
る
洪
水
か
ら
、
二
層
式
に
な
り
清
流
復
活
〜

水
島 　

潔

街
と
と
も
に
甦
っ
た
紫
川
 ――
―
―
―
―
―
― 

12

（
マ
イ
タ
ウ
ン
・
マ
イ
リ
バ
ー
整
備
事
業
） 

關
川
進
太
郎

「
水
と
光
の
首
都
・
大
阪
」
を
め
ざ
し
て
 ――
― 

14

〜
水
都
大
阪
の
魅
力
を
世
界
に
発
信 

水
と
光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議 

事
務
局

坂
川　
ワ
ー
ス
ト
か
ら
ア
ユ
泳
ぐ
川
へ

 
―
―
―
―
― 

16

 

田
中 

利
勝

柿
田
川　
歴
史
の
生
き
証
人
と
し
て
の
自
然
保
護
活
動

 ― 

18

 

渡
辺 

敏
彦

古
川
を
親
水
河
川
へ
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

20

 

土
屋 

信
行

通
船
川
（
阿
賀
野
川
古
道
）
で
カ
ヌ
ー
遊
び
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 
― 

22

 

大
熊 　

孝

治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の
確
立
と
伊
勢
湾
台
風
災
害
 ― 

24

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

 

安
井 

雅
彦

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

カ
ニ
か
に
の
会
活
動
紹
介 

加
藤 

俊
男

〜
川
へ
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
「
魚
供
養
」
等
の
活
動
〜

庄
川
の
流
送
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

 

小
西 

竹
文

会
員
の
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

平
成
26
年
度　

彩
の
川
研
究
会　

研
修
会 

池
田 

秀
生

見
沼
通
船
堀
・
引
又
河
岸
・
葛
和
田
の
渡
し

万
葉
の
川
⑰

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

31

 

井
上 

克
彦

落
語
と
川
④　
「
美
し
く
青
き
道
頓
堀
川
」
 ――
―
―
―
―
― 

32

 

竹
内　

 

宏

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

特
集「
蘇
る
川
」
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巻
頭
言川

虫
の
自
然
史
学
と
食
文
化
 ―
―
―
―
―
― 

2

 

谷
田 

一
三

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

木
曽
川
下
流
域
の
「
川
の
幸
」
と
食
文
化
 ―― 

4

 

大
野 

麻
子

三
面
川
の
恵
み
が
産
ん
だ
村
上
の
鮭
文
化
 ―― 

8

 

奥
村 

芳
人

ワ
カ
サ
ギ
と
ワ
カ
サ
ギ
に
関
わ
る
人
々
の
広
が
り

 ― 

10

真
野 

修
一

清
流
四
万
十
川
季
寄
せ 

地
の
味
と
匂
い
と

 ――
― 

12

 

神
田 　

修

石
狩
川
と
食
文
化
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

14

 

工
藤 

義
衛

う
な
ぎ
の
蒲
焼
は
日
本
の
文
化
 ――
―
―
―
― 

16

 

堺 　

美
貴

千
曲
川
の
風
物
詩　
い
ち
ど
は
お
い
で
よ
「
つ
け
ば
小
屋
」

 
― 

18

 

石
井 

孝
二

い
ん
ば
沼
の
魚
を
食
す
る
 ――
―
―
―
―
―
― 

20

 

本
橋
敬
之
助

山
形
芋
煮
会
の
原
点　

—

馬
見
ヶ
崎
川
の
河
川
改
修
―
― 

23

 

佐
藤 

賢
治

新
河
川
法
成
立
に
至
る
経
過
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

雑
誌
「
水
利
と
土
木
」・「
河
川
」
そ
し
て

「
治
水
雑
誌
」
の
伝
え
る
記
録
と
そ
の
時
代

 

安
井 

雅
彦

万
葉
の
川
⑱

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

27

 

井
上 

克
彦

市
民
活
動
紹
介
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

市
民
の
力
で
流
域
を
つ
な
げ
た
人
工
林
調
査

〜
「
矢
作
川 

森
の
健
康
診
断
」
の
10
年
〜 

洲
崎 

燈
子

寄
稿　
辰
巳
用
水
を
歩
い
て

 ――
―
―
―
―
―
―
―
― 

30

 

小
倉 

久
子

 

風
間 

真
理

落
語
と
川
⑤
「
船
徳
」
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

32

 

竹
内　

 

宏

第
17
回 

日
本
水
大
賞
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

33

協
会
活
動
日
誌
 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

34

特
集「
川
と
食
文
化
」
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